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今 回 の 内容
新病院の建設工事について

入札辞退者へのヒアリングと建設業者へのサウンディング

医療センターでは建て替えの計画を進めています。新病院の計画は、医療センターで抱えている問題や新型コロナウイルス
感染症の経験を踏まえ、医師や看護師など病院スタッフで議論を重ねたもので、これまで以上に市民の皆さんの命を守ってい
くことができるものとなっています。

新病院建設Newsでは、この新病院の計画や医療センターが担う機能や役割などをお伝えしています。 院⾧ 茂木 健司
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新病院建設事業の状況

基本構想
H28年度

基本計画
H30年度

基本設計
R4年度

建設工事
R6年度～
R9年度

開院
R9年度

基礎調査
H26年度

方向性検討
H27年度

実施設計
R4年度～
R5年度

 辞退の主な理由は、工事費の乖離及び工期の不足。
 9月時点での積算価格は、市が積算した予定価格(税込578.16億円 ※消防局が運用する救急ステー
ションの工事費含む)に対して約2割5分の超過。

 工期については、44か月を見込んでいたので、6か月の不足。
 設備業者が非常に多忙な状況であり、このことが工事費や工期にも影響している。

入札辞退者へのヒアリング

 令和8年度から令和9年度まで手持ち工事で
手一杯という企業が多い。

 特命案件や重要顧客案件を優先としている
企業が多く、競争案件への参加意欲は低い。

総合建設業者（ゼネコン）へのサウンディング

 令和9年度から令和10年度まで手持ち工事で
手一杯という企業が多く、令和12年度まで
手一杯という企業も複数ある。

 特命案件や重要顧客案件を優先としている
企業が多く、競争案件への参加意欲は低い。

設備業者へのサウンディング

工事着手が遅れることに･･･
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新病院に必要な費用はどうなるのか

項目 金額 内容 状況

設計等委託費 約17.9億円 新病院の設計や工事に必要な監
理などを委託する費用です。

今後、工事と合わせて監理業
務を委託します。また、開院
までに必要な支援業務を委託
します。

建設工事費 約571.2億円 新病院を建設するために必要な
費用です。

今回、この工事の入札が中止
となりました。

医療機器等整備費 約74億円
医療機器の新規購入や更新、医
療情報システムの整備などに必
要な費用です。

今後、開院に向けて順次整備
します。

移転費用 約1.7億円 新病院に移転するために必要な
費用です。 開院前に必要となります。

用地取得費 約58.4億円 新病院建設に必要な土地を購入
するために必要な費用です。 令和6年3月に取得しました。

合計 約723.2億円





支払いの仕組みと費用の負担

 新病院整備に必要な費用の大半は、病院が資金の借り入れをして、支払います。
 借り入れたお金は、次の年度から返済が始まり、返済が終わる年度までの間、分割して支払います。
 新病院整備に必要な費用は、国の定める基準にて「病院の建設改良に必要な経費」に該当し、一定
の割合で一般会計の負担が認められています。

 一般会計の負担については、整備内容により定められた割合で、地方交付税措置がなされるため、
一般会計負担額から地方交付税措置額を除いたものが、一般会計の実質の負担額となります。

※1:基本設計委託費など企業債の対象外となるものは病院事業会計にて負担します。
※2:建設費に対する県補助金(地域中核医療機関整備促進事業補助金)です。
※3:建設費の場合は上限があります。その他、内容によって割合は異なります。
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今後に向けての考え方

● 発行年月日/令和7年2月4日 ● 編集/病院局新病院建設室
〒273-8588 船橋市金杉1-21-1 ☎ 047-438-3321 (代)

新病院整備に関する内容は
医療センターホームページ
にも掲載しています。３

借り入れた資金の返済イメージ

 借り入れた資金は、複数年度で分割して(工事費の場合は約30年間)、病院会計と一般会計で支払いま
す。これにより、特定の年度に大きな負担がかかるようなことがなくなります。

・・・・




